
学
会
の
動
き

JSCE Update

日
本
と
台
湾
の

架
け
橋
と
し
て
の
土
木

毎
年
5
月
8
日
の
命
日
に
、
台
湾
政
府
行
政

院
農
業
委
員
会
が
主
催
し
て
墓
前
祭
が
行
わ
れ

る
土
木
技
術
者
が
い
る
。
そ
う
聞
い
て
ピ
ン
と

く
る
読
者
は
今
や
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
土
木

技
術
者
と
し
て
台
湾
へ
渡
り
、
烏う

さ
ん
と
う
ダ
ム

山
頭
水
庫
を

含
む
嘉か

な
ん
た
い
し
ゅ
う

南
大
圳
に
よ
り
嘉
南
平
野
を
肥ひ

沃よ
く

な
大

地
に
変
え
た
八
田
與
一
の
こ
と
だ
。

土
木
学
会
1
1
0
周
年
記
念
事
業
の
認
定

行
事
と
し
て
、
2
0
2
4
年
12
月
5
日
〜
8

日
（
3
泊
4
日
）
に
、
土
木
学
会
土
木
広
報
セ

ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
「
台
湾
土
木
遺
産
視
察
ツ

ア
ー
」（
視
察
企
画
・
協
力
：
土
木
広
報
セ
ン

タ
ー
、
旅
行
企
画
・
実
施
：
近
畿
日
本
ツ
ー
リ

ス
ト
（
株
）
）
を
開
催
し
た
。
海
外
初
の
選
奨
土

木
遺
産
で
あ
る
「
烏
山
頭
水
庫
」（
2
0
0
9

年
推
奨
）
、
選
奨
土
木
遺
産
で
あ
る
「
台
南
水

道
」（
2
0
1
0
年
推
奨
）
を
中
心
に
巡
る
本
ツ

ア
ー
は
5
年
ぶ
り
10
回
目
と
な
る
。
参
加
人
数

は
過
去
最
多
の
25
名
で
あ
っ
た
。
私
と
と
も
に

全
行
程
を
ガ
イ
ド
し
た
の
が
、
八
田
與
一
の
ア

ニ
メ
映
画『
パ
ッ
テ
ン
ラ
イ
‼
』を
企
画
し
こ
れ

ま
で
の
全
ツ
ア
ー
を
ガ
イ
ド
し
て
い
る
緒
方
英

樹
氏
で
あ
る
。
緒
方
氏
の
長
年
に
わ
た
る
台
湾

と
の
親
交
に
よ
り
、
烏
山
頭
水
庫
で
は
「
八
田

技
師
夫
妻
を
慕
い
台
湾
と
友
好
の
会
」
世
話
人

代
表
の
徳
光
重
人
氏
、
元
嘉
南
農
田
水
利
会
顧

問
、通
訳
の
徐
玲
媛
氏
に
ご
案
内
い
た
だ
い
た
。

ツ
ア
ー
で
は
、
八
田
與
一
の
銅
像
と
墓
前
、

烏
山
頭
水
庫
の
工
事
期
間
中
に
亡
く
な
ら
れ
た

1
3
4
名
の
慰
霊
の
た
め
の
殉
工
碑
、
八
田
外

代
樹
夫
人
の
銅
像
に
献
花
を
行
っ
た
。
殉
工
碑

に
は
烏
山
頭
で
亡
く
な
っ
た
者
は
家
族
を
含
め

日
本
人
、
台
湾
人
、
男
女
の
区
別
な
く
死
亡
順

に
名
を
刻
ん
で
あ
る
。
こ
れ
は
八
田
の
意
思
で

あ
り
、
今
で
も
台
湾
で
も
っ
と
も
愛
さ
れ
る
日

本
人
で
あ
る
ゆ
え
ん
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
ひ
と
つ

で
あ
る
。
土
木
技
術
者
は
橋
や
ダ
ム
を
つ
く
る

だ
け
で
は
な
い
。
そ
の
生
き
ざ
ま
は
友
好
の
象

徴
に
な
り
え
る
の
だ
。

先
人
た
ち
の
思
い
を
伝
え
る
物
語

八
田
與
一
の
大
水
利
事
業
に
よ
り
地
球
半
周

す
る
長
さ
の
給
・
排
水
路
と
、
浜
野
弥
四
郎
に

学
ん
だ
三
年
輪
作
給
水
と
い
う
ハ
ー
ド
と
ソ
フ

ト
に
よ
り
、
地
域
民
の
家
族
に
笑
顔
を
も
た
ら

し
、
生
活
様
式
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
八
田
與
一
や
浜
野
弥
四
郎
な
ど
土
木
技
師

の
功
績
を
巡
る
ツ
ア
ー
行
程
と
し
た
。
彼
ら
の

背
景
や
理
念
に
触
れ
、
土
木
の
原
点
と
は
何
か
、

土
木
技
術
者
の
恩
恵
と
は
何
か
を
考
え
さ
せ
ら

れ
る
。

八
田
與
一
の
銅
像
前
で
は
、
彼
の
設
計
思
想

や
貢
献
を
徳
光
氏
に
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た

（
写
真
1
）
。
土
木
遺
産
が
た
だ
の
構
造
物
で
は

な
く
、
先
人
の
思
い
の
結
晶
で
あ
る
こ
と
を
実

感
し
た
。

さ
ら
に
、
国
立
台
湾
大
学
内
に
保
存
さ
れ
て

い
る
磯
永
吉
の
研
究
小
屋
を
訪
問
し
た
。
そ
こ

に
は
、
台
湾
農
業
の
父
と
呼
ば
れ
る
農
学
者
磯

永
吉
氏
と
台
湾
蓬
莱
米
の
母
と
呼
ば
れ
る
末す

え

永な
が

仁め
ぐ
むに

つ
い
て
の
展
示
が
あ
る
。

台
湾
蓬ほ

う

莱ら
い

米ま
い

と
は
、
日
本
統
治
時
代
に
品
種

改
良
さ
れ
た
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
米
の
総
称
で
、
台
湾

の
米
の
別
名
で
あ
る
。
元
来
、
台
湾
の
米
は
長

粒
の
イ
ン
デ
ィ
カ
系
だ
っ
た
が
、
こ
れ
は
ジ
ャ

委
員
会
報
告

台
湾
土
木
遺
産
視
察
ツ
ア
ー
実
施
報
告

土
木
広
報
セ
ン
タ
ー
土
木
リ
テ
ラ
シ
ー
促
進
グ
ル
ー
プ
長

鈴
木
三
馨
（
正
会
員
（
株
）コ
ム
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
オ
フ
ィ
ス
ド
ボ
ク
）

写真1　徳光氏による八田與一の紹介 

写真2　旧放水路からの特別放水
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ポ
ニ
カ
米
。
日
本
統
治
時
代
（
1
8
9
5
〜

1
9
4
5
年
）
に
両
者
が
10
年
以
上
に
わ
た

り
品
種
改
良
さ
れ
た
も
の
だ
。
携
帯
食
で
あ
る

お
に
ぎ
り
は
、
パ
ラ
パ
ラ
と
し
た
食
感
の
イ
ン

デ
ィ
カ
米
で
は
作
り
に
く
い
。
も
ち
も
ち
と
し

た
蓬
莱
米
を
栽
培
す
る
こ
と
で
、
農
作
業
な
ど

の
外
出
時
の
携
帯
食
に
活
躍
し
た
お
に
ぎ
り
を

作
る
こ
と
が
で
き
た
そ
う
だ
。
現
地
ガ
イ
ド
に

よ
る
説
明
を
通
じ
、
磯
と
末
永
が
開
発
し
た
台

湾
蓬
莱
米
が
ど
の
よ
う
に
台
湾
の
農
業
発
展
に

貢
献
し
、
人
々
の
生
活
を
支
え
た
か
を
学
ん
だ
。

台
湾
の
食
事
が
ど
れ
も
お
い
し
い
の
は
、
日
本

人
の
好
み
に
合
っ
た
蓬
莱
米
の
お
か
げ
で
あ
る

の
か
と
感
嘆
し
た
。

土
木
学
会
主
催
だ
か
ら
こ
そ

体
験
で
き
る
特
別
な
感
動

烏
山
頭
水
庫
で
は
、
旧
放
水
路
か
ら
の
特
別

放
水
（
写
真
2
）
、
ダ
ム
湖
の
特
別
ク
ル
ー
ジ
ン

グ
を
通
じ
て
、
水
利
施
設
の
規
模
感
や
構
造
の

機
能
を
体
感
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し

た
。
ま
た
、
非
公
開
エ
リ
ア
で
あ
る
ダ
ム
水
路

管
の
あ
る
ト
ン
ネ
ル
内
部
の
見
学
で
は
、
施
工

時
の
技
術
的
工
夫
を
徳
光
氏
が
現
場
感
あ
ふ
れ

る
説
明
で
伝
え
た
。
こ
の
よ
う
な
充
実
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
緒
方
氏
が
長
年
か
け
て
、
台
湾
に

足
を
運
び
、
友
好
関
係
を
築
い
て
い
た
か
ら
に

他
な
ら
な
い
。

台
南
水
道
は
台
南
山
上
花
園
水
道
博
物
館
と

し
て
、
2
0
1
9
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た

（
写
真
3
）
。
土
木
技
師
の
バ
ル
ト
ン
、
浜
野
弥

四
郎
、
八
田
與
一
が
水
道
の
発
展
に
貢
献
し
た

技
師
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
館
内
で
は
Ａ

Ｒ
な
ど
の
技
術
も
取
り
入
れ
た
展
示
な
ど
も
あ

り
、
子
供
連
れ
で
も
楽
し
く
上
水
道
を
学
べ
る

広
域
公
園
に
な
っ
て
い
る
。

八
田
與
一
の
ア
ニ
メ
映
画
『
パ
ッ
テ
ン
ラ

イ
‼
』を
バ
ス
移
動
中
に
鑑
賞
し
、初
日
の
夕
食

後
に
は
、『
土
木
偉
人
か
る
た
』
を
用
い
た
体
験

会
を
行
い
、
バ
ル
ト
ン
、
浜
野
弥
四
郎
、
八
田
與

一
な
ど
、
台
湾
に
ゆ
か
り
の
あ
る
土
木
偉
人
に

つ
い
て
遊
び
な
が
ら
学
ん
だ
。

ツ
ア
ー
で
の
表
敬
訪
問

本
ツ
ア
ー
で
は
農
田
水
利
署
や
台
南
山
上
花

園
水
道
博
物
館
へ
の
表
敬
訪
問
を
行
っ
た
（
写

真
4
）
。
現
地
専
門
家
と
の
質
疑
応
答
を
通
じ
、

台
湾
の
土
木
遺
産
と
そ
れ
の
建
設
に
携
わ
っ
た

土
木
技
術
者
が
日
台
の
友
好
を
象
徴
す
る
存
在

で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ

ら
の
土
木
遺
産
が
観
光
資
源
と
し
て
活
用
さ
れ

る
現
状
も
共
有
し
、
土
木
遺
産
が
国
際
的
な
交

流
や
未
来
へ
の
橋
渡
し
の
役
割
を
実
感
し
た
。

台
湾
の
人
々
が
日
本
人
で
あ
る
八
田
與
一
を

世
代
を
超
え
て
語
り
継
ぎ
、
毎
年
供
養
し
て
い

る
の
に
は
深
い
理
由
が
あ
る
。
表
敬
訪
問
時
の

交
流
を
通
じ
、
そ
の
敬
意
や
感
謝
の
思
い
が
今

も
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
強
く
実
感
し

た
。
そ
れ
は
、「
飲い

ん

水す
い

思し

源げ
ん

」
│
「
水
を
飲
む
と

き
は
、
そ
の
井
戸
を
掘
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
感

謝
す
る
」
と
い
う
考
え
が
台
湾
社
会
に
根
付
い

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
ツ
ア
ー
の
今
後

ツ
ア
ー
参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
ツ

ア
ー
の
総
合
評
価
が
5
点
満
点
中
4
・
9
と
、

非
常
に
高
い
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
一

番
感
動
し
た
こ
と
と
し
て
、「
使
わ
れ
な
く
な
っ

た
施
設
を
改
修
し
、
学
び
の
場
や
観
光
資
源
と

し
て
活
用
し
て
い
る
こ
と
に
も
感
動
し
た
」
、

「
八
田
與
一
氏
の
実
績
を
現
地
の
方
々
に
こ
れ

だ
け
大
切
に
保
管
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
、
八
田
與
一
氏
の
人
柄
や
実
績
あ
っ

て
の
こ
と
と
い
う
以
上
に
、
非
常
に
あ
り
が
た

く
感
じ
た
」
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。
今
後
の

ツ
ア
ー
の
開
催
に
対
し
て
は
、「
定
期
的
に
台
湾

の
土
木
関
係
者
と
交
流
を
持
つ
こ
と
は
、
大
変

意
義
が
あ
る
」
、「
土
木
事
業
が
地
域
の
生
活
に

与
え
る
長
期
的
な
影
響
を
体
感
す
る
例
と
し
て

非
常
に
有
用
」
な
ど
前
向
き
な
意
見
が
多
か
っ

た
。土

木
学
会
な
ら
で
は
の
体
験
が
で
き
る
台
湾

土
木
遺
産
視
察
ツ
ア
ー
が
今
後
も
国
際
的
な
交

流
や
未
来
へ
の
橋
渡
し
の
役
割
を
担
い
続
け
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

写真3　台南水道の急速濾過装置室

写真4　表敬訪問時の集合写真
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